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新人看護師： 労災花子

実地指導者： 労災太郎

教育担当者： 労災次郎

看護師長： 労災三郎

4月 5月

1ケ月 2ケ月

社会人としての規律を身に着ける時期 看護師としての自覚を持つ時期

1週目

□笑顔で挨拶ができる

□病棟の構造、物品の配置、マニュアルの

位置がわかる

□先輩とともに行動し平日日勤業務の流

れがわかる

□電子カルテのオリエンテーションを受ける

□先輩とともに行動し看護ケアを体験するこ

とができる

2週目

□先輩とともに１～２名の患者を担当し、

1日の行動計画が立てられる

□先輩とともに、電子カルテから患者の情報

収集の方法がわかる

□先輩とともに行動し看護実践ができる

□指導を受けながら大腿骨骨折の患者

（ORIF、BHA,THA）の看護と観察ポイ

ントがわかる（自己学習も行う）

□先輩とともに内服カートの薬セットができる

3週目

□先輩とともに２～３名の患者を担当し、

1日の行動計画が立てられる（平日）

□先輩とともに担当患者の電子カルテの入

力ができる

□先輩とともに患者状態や業務の進捗を

報告ができる

□指導を受けながら圧迫骨折の看護と観

察ポイントがわかる（自己学習）

□インチャージ、

□先輩とともに５～６名の患者を担当し、

1日の行動計画が立てられる（平日）

□先輩とともに行動し休日日勤の見学がで

きる（シャドー）（休日①）

□先輩とともに手術患者（脊椎麻酔）を

指導を受けながら受け持つことができる

4週目

□先輩とともに２～３名の患者を担当し、

1日の行動計画が立てられる（平日）

□指導を受けながら尿路結石（TUL）、

膀胱悪性腫瘍（TUR-Bt）前立腺肥大

（HOLEP）の患者の看護、観察ポイント

がわかる（自己学習も行う）

□先輩とともに指導を受けながら休日日勤

ができる（６名程度担当することを想定）

（休日②）

□基礎看護技術チェックで見学や体験がで

きていない項目をリストアップでき、指導者を

通じて病棟内に共有できる

□先輩ともに受け持ち患者の報告・連絡・

相談ができる

□指導を受けながら包交の介助ができる

□新人看護職員スケジュールの説明

□病棟の構造や物品管理の説明

□基礎看護技術チェックについて（ナー

シングスキルの利用含む）

□疾患別看護、観察項目などの学習

□排液（尿、ドレーンなど）閉め時

間、点滴の時間など

□休日日勤のオリエンテーション

□検査（CT,MRI,骨塩など）

□安全対策、行動制限について

□認知症の看護

□実地指導者の紹介

□毎日の振り返り

□入職後1週間目の面接

□5月連休前の面接

□自己学習の確認

□実地指導者会の開催

□目標の適宜追加・修正

□目標管理面接

□休日勤務の事前説明

□体調確認

□自己学習の確認
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職場に慣れるためどのように支えているか 新人が患者を担当できるようにどのように支

援しているか
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新人看護職員・既卒者　スケジュールパス　実践編　シート1　【部署別・個人別】
【運用】 ●毎月これを基に実地指導者会を開催する。

●□の項目は実施したら☑を入れる

●毎月5日に提出し勤務表にも計画的に反映する

●データで看護部長に提出する

月
6月

3ケ月
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基本的看護技術を習得し、指導を受けながら担当看護師の役割を遂行できる
休日勤務が自立して準夜勤、深夜勤に入る時期

1職場に慣れる

21日の業務スケジュールを理解する

2-1)常に先輩と共に動き、患者を担当する

2-2)常に先輩と共に行動し、軽症の2～3人の

患者を担当し、タイムスケジュールを立てられる

3先輩と共に行動し、担当看護師の役割を学ぶ

3-1)先輩と共に3～4人の患者を担当する

3-2)先輩と共に5～6人の患者を担当する

4支援を受けながら休日日勤業務ができる

4-1)休日日勤オリエンテーションに2回入る

4-2)休日日勤オリエンテーションに3回目まで入

る

4-3)休日日勤4回目から一人分として入る

5指導を受けながら交替勤務ができる

5-1)休日日勤一人立ちして3回経験後、

準夜勤オリエンテーション2回に入る

5-2)深夜勤オリエンテーション2回に入る

6指導を受けながら術後や診療科の代表的な

部

署

目

標

□先輩とともに３～４名の患者を担当し、

1日の行動計画が立てられる（平日）

□先輩とともに手術患者（全身麻酔）を

指導を受けながら担当することができる

□先輩とともに行動し予定入院の受け入れ

を見学できる

□先輩から業務規程を見ながら、休日日

勤の説明を受ける（オリエンテーション）

□先輩とともに患者の安全対策を考えるこ

とができる（転倒転落、行動制限）

□先輩の支援のもと、６～８名の患者を

担当し、1日の行動計画が立てられる（平

日）

□先輩とともに指導を受けながら休日日勤

ができる（６名～７名程度担当することを

想定）

（休日③）

□先輩の指導を受けながら、自分が持つ情

□先輩から業務規程を見ながら、準夜勤・

深夜勤の説明を受ける（オリエンテーショ

ン）

□緊急入院の受け入れを見学し、指導を

受けながら一部対応ができる（書類、説

明、記録など）

□先輩とともに行動しながら準夜勤の流れ

がわかる（シャドー）（J①）

□先輩の支援を受けながら7～９名の患

者を担当し休日日勤ができる（休日④）

□先輩から説明を受け、麻薬、毒薬、危険

薬の取り扱いがわかる

□先輩とともに行動し、準夜勤ができる（J

②）（8～10名）

□3ヶ月の振り返り（6月下旬）が実地指

導者と共にできる

□基礎看護技術チェックできていない項目

をリストアップでき、自ら病棟内に発信できる

□指導を受けながら地域連携パスの運用

ができる

新人のできていないところをどのようにカバー

していくか
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部署特有

のオリエン

テーション

□深夜勤・準夜勤のオリエンテーション

□新人看護職員看護技術到達度

チェックリスト3カ月評価

□地域連携パスの運用方法

□救急カート、病棟定数薬の説明

支援の実

際

□実地指導者会の開催

□目標の適宜追加・修正

□交代勤務前に面接

□夜勤、準夜勤の事前説明

□体調確認

□自己学習の確認
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